
令和５年度　事務事業マネジメントシート

款 項 目
4 1 3

１　事務事業の目的・内容

令和4年度 令和5年度 目標方向

1 19 28
2 95.2 100
3 0.116 0.078
4 - 48.6
5 - 77.9

0.42 2772 4686 0.81 5346

0.8 1440 720 0.4 720

事務事業Ｎｏ． 10- 9

事業名 健康づくり推進事業費
会計
一般

事業
目的 対象 住民

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

健康教育、保健指導を実施し、住民の健康水準の
向上を図り、豊かな生活を送ることができる。

事業内容

・東員町食生活改善推進協議会へ委託し、栄養改善事業を実施する。
・歯周病の予防を目的に歯科衛生士による「歯周病予防教室」を実施する。
・糖尿病について、その予防方法等の知識の普及・啓発を図るため、「糖尿病予防教室」実施
する。
・医師又は精神保健福祉士によるこころの相談窓口を開設するとともに、自殺予防対策、ここ
ろの健康づくりを目的に、専門家による講演会を実施する。

政　策 1　健康であるために 課名 健康長寿課

施　策 1-1　健康づくりの推進 係名 健康づくり係

各種生活習慣病予防教室行動変容率 70.0 ％ 100
自殺率 0.197 0.192

２　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 令和3年度 単位 令和7年度（目標）

健康づくりポイント事業の応援カード発行数 2 枚 35

令和4年度（決算） 令和5年度（決算） 令和6年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 5,873 12,169 8,407

定期的な運動をしている町民の割合 ― ％ ↗
バランスのとれた食生活を続け居ている ― ％ ↗

財源
内訳

直接事業費Ａ 1,661 6,763 2,341
　　　　　うち一般財源 1,661 4,286 936

人件費（千円）B 4,212 5,406 6,066

内訳
一般職員（人・千円） 0.71

臨時職員（人・千円） 0.4

Ｂ町が担うとともに、町民
協働を進めるべき 効率性

対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

３　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 A 必要性は高まると考えられる 有効性 目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性

②R5年度
に実施し
た取り組
み

・健康増進及び食育を含めた「東員町健康増進
計画を策定」した。

④今後の改
善計画

健康増進計画に沿って、健康づくり事
業の精査、見直し検討する。

総合評価 Ⅰ　拡　充（事業内容を現在の規模を超えて拡充すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R5年度
の改善計
画

・町民へアンケート調査を実施し、健康意識を
把握したうえで、健康増進計画を策定し、健康
づくり事業を推進する。 ③取組の課

題

住民の健康意識調査の結果から、効果
的な事業の実施を検討する必要があ
る。


